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2•試験目的

近年諸技術の開発,革新が發忙おこなわれ•業務は建すます増大し多面化されている。 

反面,これ忙たずさわる技術者«減少,不足し,これを福う方策として業務を合理的かつ迅速に 

処理する体新曜備の必書件が昭微されてきた。従って觅子計算機を中心とした林道串楽における 

計画,段計,施工,管理全般の技術体剛へと現体制を再編成することが考へられ,これに関する 

導入方法を究明する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

前年度は実施初年麼でもあり,.ク〇 ーン土圧計算,谷止垠堤設計,林道士&針莫などについて 

プログラム化をおこない.宣子計算機に関する計算：手法の田熟と林道事梨に禾阴J可能な既成プロ 

グラムの隅査,整備にあたった。その結央,理行における林道の3十画,設計,施工,管理といつ 

た。T«の体系が如何に覽節化に向っていないかということを充分福绿させられた。すなわち, 

従来方式祀よる娜基湖,笆理体制では現時点の機械｛匕施工の問題処理が捌一杯で,その先にあ 

る林遒作設技術や林避工事の极準化,自動化等技術管理休制よりくるシステム技術開発の研究忙 

ばほど遠いものである。そのため,前段的研究ではあるが,当面する機械化施工にどのようえ対 

処するかという而での電飾化丰法の開発が急務となる。なお,これと平行して機榜化施工を前提 

とした法規類の技術的検訪も必费と思われる。

4. 昭和4 5年度の試験計画

次の二つの・・項について侶算処珂の丰法を検討する。

(1)空中林,址形図等を甲いた林道自動手法の工夫

従来の林道剛：8•錦tはその普景に跡,カンにたよる部分が多く,質策ともに大きく変った 

「檢械化族行」の技術と万盾,間應点が指择されるところである。そのな•め自動"を的提と 

し,空中写世,堆ゆ図筈•を恥、た図化•柚禾法の工夫をおこなう。又あわせて構造物跚辭 

氣など忙ついても駐知匕を試みる。

⑵ 林洎(作業5R)の作遗頤位に関する理給の検肘,最近のモータリゼーシ」ンの発違と労務沮 

迫のため「高密路掬」の採申が検特されている。これは主として,作聞の形で作設されるが 

この作没煩仲,淵・に関する理飾はいまだ確立されていない。このことについて電笠檢を利用し 

た理除解の検討をおこなう。


